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【
退
任
】
長
い
間
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
町
）

髙
藤

登
氏

７
期
14
年
間
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

（
下
西
町
第
一
）
林
田
賢
吉
氏

８
期
16
年
間
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

1日(火) 大明神 茅の輪くぐり

3日(木) 憲法記念日

4日(金) みどりの日

5日(土) こどもの日

菖蒲湯 ばんぺい湯２階大浴場

10日(木) 献血と日赤募金

11日(金)～13日(日) スリーデーマーチ

12日(土)13日(日) カーネーション風呂

13日(日) 母の日

カーネーション祭り

16日(水) 婦人会研修旅行

19日(土) 住民自治会定期総会

20日(日) 日奈久小・中学校合同運動会

割り勘コンサート

26日(土) まねだ聖子ショー

住民自治会関係会議等

会場：日奈久コミュニティーセンター

11日(金) 市政協力員例会 13:30

18日(金) 広報部会

５月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成30年5月号
（第105号）

発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（ 3月末 現在 ）

男 1234人
女 1512人
計 2746人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い

多
発
し
て
い
ま
す

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
詐
欺

晩
白
柚
オ
ー
ナ
ー
を
募
集

各
町
内
の
代
議
員(

敬
称
略)

（
新
開
町
）

杉
野
一
男

（
大
坪
町
）

久
保
和
孝
、
橋
本
正
行

河
野

晃

（
新
田
町
）

坂
口
祐
弘
、
村
上
真
治

（
山
下
町
）

浅
川
美
孝
、
西
村
一
夫

（
竹
之
内
町
）
山
本

巌
、
中
村
喜
一

（
塩
北
町
）

本
山
圭
一
、
白
濱
ア
ケ
ミ

（
塩
南
町
）

木
村
哲
也
、
吉
永
照
義

濱
本

満

（
浜

町
）

本
郷
勇
吉
、
城
下
津
代
美

（
東

町
）

上
野
智
子
、
丸
山
昭
穂

（
中

町
）

伊
藤
輝
充
、
古
賀
辰
次

（
上
西
町
）

松
本
寛
三

（
中
西
町
）

今
井
カ
ツ
子
、
萩
岡
綱
義

（
下
西
一
）

今
井
昌
文

（
下
西
二
）

岡
部
和
正

（
馬
越
町
）

宮
田
信
弘

平
成
30
年
度

日
奈
久
住
民
自
治
会
定
期
総
会

５
月
19
日
開
催

日
奈
久
住
民
自
治
会
は
、

「
日
奈
久
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
の

活
動
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
」

「
日
奈
久
に
住
ん
で
居
て
良
か
っ
た
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
と
誰
も
が

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
標
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
会
で
は
こ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
の

事
業
、
会
計
お
よ
び
役
員
の
選
出
を
中
心

に
協
議
さ
れ
ま
す
。

各
町
内
の
代
議
員
、
委
員
会
・
部
会
の

役
員
の
方
々
出
席
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◇
日

時

平
成
30
年
５
月
19
日(

土)

午
後
４
時
～

◇
場

所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◇
参
加
者

各
町
内
の
代
議
員
・
委
員
会
・
部
会
役
員

◇
主
な
議
題

・
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
業
務
一
部
委
託
事
業
決
算

特
別
会
計
決
算
報
告
（
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
基
金
）

・
監
査
報
告

・
役
員
改
選

・
平
成
30
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
予
算(

案)

・
そ
の
他

＊
住
民
は
誰
で
も
傍
聴
出
来
ま
す
。

＊
意
見
発
表
・
質
問
・
決
議
は
代
議
員
・
役
員
で
行
い
ま
す
の
で
、

意
見
や
提
案
は
前
も
っ
て
代
議
員
へ
伝
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

本
年
度
市
政
協
力
員
の
紹
介

（
住
民
自
治
会
町
内
連
絡
委
員
）

（
敬
称
略
）

４
月
５
日
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
左
の
皆
さ
ん
に
平
成
30
・
31

年
度
の
市
政
協
力
員
と
し
て
中
村
八
代

市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
新
開
町
）

山
本
一
樹

（
大
坪
町
）
【
校
区
長
】

里
木

豊

（
新
田
町
）

泉

博
之

４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会

か
ら
、
そ
の
他
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

〇
町
内
連
絡
委
員
会(

市
政
協
力
員
会)

(1)
国
道
３
号
線
浜
町
か
ら
下
西
ま
で
の
約

７
５
０
ｍ
が
８
月
末
ま
で
に
は
舗
装
さ
れ

る
予
定
。

(2)
市
の
新
し
い
ゴ
ミ
処
理
施
設
「
エ
コ
エ

イ
ト
や
つ
し
ろ
」(

環
境
セ
ン
タ
ー)

が
７

月
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
。

〇
事
務
局
か
ら

(1)
コ
ミ
セ
ン
の
冷
暖
房
装
置
が
更
新
さ
れ

る
（
事
務
室
、
２
階
和
室
・
調
理
室
、
３

階
大
会
議
室)

１
階
女
子
ト
イ
レ
は
多
目
的

ト
イ
レ
に
な
る
。

(2)
30
年
度
分
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
を
左
記
町

内
が
選
定

大
坪
町:

座
椅
子
、
竹
之
内
町:

座
卓
、
塩

北
町:

座
椅
子
、
塩
南
町:

高
張
提
灯
、
東

町:

三
角
旗
８
０
０
ｍ
、

住
民
自
治
会
は
ス
リ
ッ
パ
棚
に
決
定
。

(3)
大
明
神
前
バ
ス
停
に
寄
付
依
頼
が
あ
っ

た
バ
ン
コ
１
台
を
本
会
が
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
。

〇
馬
越
町
か
ら

懸
案
だ
っ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
た
。

３
月
27
日
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
47
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
鏡
会
長
か
ら
今
期
（
平
成
28
・

29
年
度
）

の
活
動
実

績
等
の
現

状
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
八
代
市
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
現

状
と
運
営
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
奈
久
校
区
で
も
、
29
年
度
は
１
サ
ロ
ン

が
減
と
な
り
、
今
後
の
運
営
も
厳
し
い
状

況
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
自
主
活
動
に
役
立

つ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
が

一
同
に
な
っ
て
、
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
ま

れ
て
い
る
様
子
に
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

意

義

を

感

じ

ま

し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
共
助
の
精
神
で
無
理
な

く
ゆ
っ
く
り
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

（
写
真
は
市
福
祉
協
議
会
職
員
の
紹
介
）

福
祉
推
進
協
議
会
だ
よ
り

大
切
に
し
た
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
意
義

い
き
い
き
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

婦
人
会
だ
よ
り

【
献
血
と
日
赤
募
金
】

◆
日
時

５
月
10
日(

木)

14:

00
～
16:

00

◆
会
場

マ
ル
シ
ョ
ク
前

【
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
の
接
待
】

◆
期
日

５
月
11
日(

金)

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
前

※
参
加
者
は
10:

30
～
14:

00
ご
ろ
に

日
奈
久
を
通
過
し
ま
す
。
参
加
者
に
会

わ
れ
た
ら
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
婦
人
会
研
修
旅
行
】

◆
期
日

５
月
16
日(

水)

◆
行
先

阿
蘇
み
つ
ば
ち
牧
場
、

葉
祥
明
美
術
館
他

※
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
、
阿
蘇
の

復
興
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

【
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
の
販
売
】

今
年
度
も
５
月
中
旬
の
販
売
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
町
内
の
申
込
用
紙
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

八
代
特
産

晩
白
柚
の

樹
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ

て
収
穫
ま

で
の
い
ろ

い
ろ
な
体

験
が
で
き

ま
す
。
収

穫
し
た
果

実
は
オ
ー

ナ
ー
の
も
の
で
す
。

◆
オ
ー
ナ
ー
料

樹
１
本
２
万
円

最
低
10
個
の
果
実
を
補
償

◆
応
募
期
間

５
月
中
旬
頃
ま
で

（
主
催
者
の
都
合
で
延
期
）

※
く
わ
し
く
は
日
奈
久
温
泉
観
光
案

内
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

０
９
６
５-

38

０
２
６
７

日
奈
久
温
泉
旅
館
組
合

市
政
協
力
員
の
皆
様
に
は
、
各
町
内
の
こ

と
や
日
奈
久
町
全
体
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ

か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

（
山
下
町
）

山
田
勝
美

（
竹
之
内
町
）

米
﨑
孝
之

（
塩
北
町
）

桑
原
秀
文

（
塩
南
町
）

佐
藤
士
郎

（
浜

町
）

吉
永
耕
作

（
東

町
）

丸
木
浩
二

（
中

町
）

小
松
明
治

（
上
西
町
）

町
田
謙
二

（
中
西
町
）

宮
永

悟

（
下
西
一
）

林
田
正
充

（
下
西
二
）

鏡

克
弘

（
馬
越
町
）

浪
花
政
秋

【
新
入
生
に
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

小
学
１
年
生
お
よ
び
中
学
１
年
生
に
入

学
の
お
祝
い
に
手
作
り
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

【
婦
人
会
が
受
賞
】

４
月
20
日(

金)

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
30
年
度
八

代
市
地
域
婦
人
会
大
会
」
で
日
奈
久
校
区

婦
人
会
は
「
交
通
安
全
運
動
」
の
取
組
と
、

「
会
員
増
強
賞
」
の
二
つ
の
部
門
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

（広告欄）
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２

ご
入
学

お
め
で
と
う
！

４
月
10
日

日
奈
久
小
・
中
学
校

日
奈
久
小
学
校
入
学
式

恥
ず
か
し
げ
な
緊
張
し
た
表
情
の
新

入
学
児
童
15
名
（
男
子
９
名
・
女
子
６

名
）
の
入
場
で
し
た
が
、
氏
名
点
呼
は

全
員
大
き
な
声
で
立
派
に
応
え
て
い
ま

し
た
。

中
村
道
恵
校
長
先
生
と
「
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
・
話
を
よ
く
聞
く
・
元
気

な
あ
い
さ
つ
・
友
達
と
仲
良
く
・
命
を

大
切
に
」
の
５
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。

新
２
年
生
は
、
１
年
生
の
時
の
楽
し

か
っ
た
思
い
出
を
そ
れ
ぞ
れ
が
描
い
た

画
用
紙
を
掲
げ
、
歓
迎
の
言
葉
を
元
気

に
発
表
し
ま
し
た
。

黄
色
い
帽
子
は
新
１
年
生
の
目
印
、

地
域
の
皆
様
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
！

日
奈
久
中
学
校
入
学
式

新
入
生
17
名
（
男
子
６
名
・
女
子
11

名
）
は
、
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、

し
っ
か
り
と
し
た
意
志
と
決
意
が
感
じ

ら
れ
る
堂
々
と
し
た
入
場
で
し
た
。

宮
川
英
樹
校
長
先
生
は
、
「
三
年
後

の
進
路
決
定
に
向
け
て
、
目
標
を
持
ち
・

自
分
探
し
を
し
・
今
や
る
べ
き
こ
と
を

成
し

充
実
し
た
三
年
間
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
の
山
下
夢
生
さ
ん
は
、

「
力
を
あ
わ
せ
・
励
ま
し
合
い
・
何
事

に
も
挑
戦
し
、
悔
い
の
無
い
三
年
間
に

し
て
い
き
ま
す
。
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

「
日
奈
久
の
宝
」
で
あ
る
子
供
達
の

健
や
か
な
成
長
を
期
待
し
ま
す
！

定
期
異
動
の
ご
あ
い
さ
つ

【
転
出
】

日
奈
久
出
張
所
長

丸
塚
栄
二
氏

３
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
２
度
目
の

所
長
職
で
、
自
分
に
と
っ

て
は
や
り
易
か
っ
た
３

年
間
で
し
た
。
し
か
し
、
お
役
に
立
て

な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

（
二
見
出
張
所
長
）

【
転
入
】

日
奈
久
出
張
所

田
並
功
光
所
長

５
年
ぶ
り
に
日
奈

久
出
張
所
長
と
し
て

就
任
し
ま
し
た
。
校

区
の
方
に
お
帰
り
と

言
っ
て
も
ら
い
、
校
区
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
日
奈
久
の
発
展
に
貢
献
で
き
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

(

生
涯
学
習
課
か
ら)

日
奈
久
出
張
所

小
嶋
杏
奈
さ
ん

４
月
か
ら
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
一
生

懸
命
働
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
奈
久
小
学
校
長

中
村
道
恵
先
生

子
ど
も
の
頃
か
ら

憧
れ
て
い
た
日
奈
久

に
赴
任
で
き
て
、
ま

た
素
直
で
明
る
い
子

鳩
山
の
頂
上
に
金
比
羅
神
社
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
３
月
10
日
午
前
８
時
か

ら
10
時
ま
で
町
内
の
皆
さ
ん
で
作
業
し
、

登
山
道
や
頂
上
の
落
葉
を
取
り
除
き
草
刈

り
を
し
て
、
し
め
縄
を
張
っ
て
神
事
を
行

い
ま
す
。
鳩
山
に
登
る
に
は
国
道
３
号
線

と
鉄
道
線
路
を
渡
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は

ま
ず
安
全
が
第
一
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
皆
、

高
齢
者
で
、
一
人
一
人
の
判
断
で
渡
る
こ

と
は
大
変
勇
気
が
い
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

日
奈
久
温
泉
駅
に
電
話
し
ま
し
た
。
次
々

と
連
絡
が
行
き
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
か
ら

の
最
後
の
電
話
「
線
路
に
入
る
こ
と
は
出

来
な
い
」
と
の
こ
と
。
私
は
「
百
年
も
続

い
て
い
る
お
祭
り
で
す
」
と
説
明
。
す
る

と
「
監
視
員
を
や
り
ま
す
」
私
は
そ
の
時

の
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
対
応
、
決
断
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
町
内
で
は
死

亡
事
故
も
起
き
、
鳩
山
周
辺
は
見
通
し
が

悪
い
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
」
と
。

高
齢
者
社
会
の
今
、
色
々
な
行
事
の
中

で
、
常
に
安
全
第
一
を
考
え
て
行
く
時
代

で
す
。
祭
り
は
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
監
視
員
の

人
に
は
最
後
ま
で
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
お
れ
ん
じ
鉄
道

町
の
祭
り
に
協
力

駅
の
ノ
ー
ト
か
ら

４
月
６
日
、
プ
ロ
か
な
と
思
わ
れ
る
イ
ラ

ス
ト
を
描
い
た
お
客
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

ゴ
ム
印
に
ケ
ン
さ
ん
と
あ
り
ま
す
。

肥
後
日
奈
久
温
泉
町
入
り
口
記
念
碑
の
前

昭
和
初
期
と
思
わ
れ
る
日
露
戦
争
戦
役
記
念
碑(

塩

南
町
亀
渕)

付
近
の
写
真
で
す
。
記
念
碑
の
上
に
は
羽

ば
た
く
金
鵄
（
と
び
）
の
彫
刻
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

き
ん
し

国
道
３
号
線
に
自
動
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
正
面

奥
は
日
奈
久
温
泉
駅
方
向
で
す
。
私
は
中
学
生
だ
っ

た
昭
和
25
年
頃
、
道
路
左
側
に
座
っ
て
、
絵
を
描
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
浜
町

本
郷
勇
吉)

記
念
碑
は
日
露
戦
争:

明
治
36
～
37
年
（1

9
0
4

～1

9
0
5

）
後
の
大
正
11
年
（1

9
2
2

）
４
月
に
竣
工
。
写

真
は
白
黒
写
真
に
着
色
し
た
絵
は
が
き
で
、
見
出
し

の
題
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
（
金
波
楼
提
供
）

レ
ン
ガ
の
ひ
ろ
ば
に
樹
脂
製
竹
柵

和
の
ま
ち
並
空
間
整
備
事
業
を
活
用

日
奈
久
住
民
自
治
会
は
、
「
城
下

町
や
つ
し
ろ
和
の
ま
ち
並
空
間
整
備

事
業
」
助
成
を
受
け
て
、
２
月
に
完

成
し
た
「
レ
ン
ガ
の
ひ
ろ
ば
」
に
樹

脂
製
の
竹
柵
を
設
置
、
お
し
ゃ
れ
な

空
間
が
で
き
ま
し
た
。

日
奈
久
の
旅
館
等
11
事
業
所
は
、
こ

の
事
業
を
活
用
し
て
、
路
地
や
通
り

に
面
し
た
建
物
の
壁
面
等
を
和
風
な

景
観
に
す
る
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

ど
も
達
に
囲
ま
れ
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

安
心
安
全
な
学
校
、
賢
く
学
ぶ
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

宇
城
市
立
豊
福
小
学
校
か
ら
）

日
奈
久
中
学
校
長

宮
川
英
樹
先
生

温
泉
あ
り
、
山
あ
り
、

海
あ
り
の
す
ば
ら
し
い
ふ

る
さ
と
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
生
徒
達
を
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の

良
さ
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
八
代
市
立
第
一
中
学
校
か
ら
）

４月２２日(日)、大坪町、新田町、山下町、塩北・新開町、

塩南町、浜町が参加して熱戦を展開。２位は塩南町でした。

尺
八
が
ギ
タ
ー
で
う
た
う

第
22
回
割
り
勘
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日
時

５
月
20
日(

日)

19:

00
開
演

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
出
演

尺
八

田
嶋
直
士

ソ
プ
ラ
ノ

山
口
純
子

ギ
タ
ー

山
口

修

◆
入
場
料

前
売
り
２
０
０
０
円

当
日

２
５
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料

（
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

◆
問
合
せ

坂
部

0
8
0
-
8
3
9
9
-
5
7
6
3

恐
ろ
し
か
っ
た
地
震
の
記
憶
は
時
と
と

も
に
薄
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
今
も

火
山
の
爆
発
や
地
震
が
発
生
し
て
お
り
予

断
は
出
来
ま
せ
ん
。

日
奈
久
に
は
市

の
災
害
用
備
蓄
倉

庫
が
日
奈
久
小
と

シ
ー
・
湯
・
遊
の
２
箇
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
発
電
機
や
投
光
器
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
、
食
料
品
な
ど
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
全
体
で
33
カ
所
あ
り
、
非
常
時
に
は
状

況
に
よ
り
各
所
か
ら
手
配
さ
れ
ま
す
。
で

す
か
ら
、
日
奈
久
に
在
っ
て
も
、
日
奈
久

専
用
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
よ
り
大
切

な
の
は
、
各
家

庭
で
の
備
え
で

す
。
最
低
３
日

分
の
非
常
時
備
蓄
品
お
よ
び
非
常
時
持
ち

出
し
袋
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
市

や
県
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
ご
覧
下
さ
い
。

熊
本
地
震
か
ら
２
年

忘
れ
な
い
で

防
災
の
備
え

大坪町が優勝 町内対抗ソフトボール大会

馬
越
町

西
村
謙
剛

◆日時 ５月13日(日) 12:00～16:00

◆会場 日奈久ゆめ倉庫(入場無料)

太鼓やアクション、音楽など多彩な

楽しい催し物で皆様をもてなします。

◆日時 ５月12日(土)・13日(日)

◆実施温泉旅館・施設、料金等につ

いては日奈久温泉観光案内所へ。

主催 Team Ｉ 日奈久

（広告欄）


